
　2024年度に新設された実践社会学科は、同大学の現場主義教育を体現し
た学科だ。学生は2年次にPBLである「プロジェクト演習」を履修。その後、食・
農・健康、ものづくり振興など、5つのカテゴリーから関心のあるプロジェクトを選
択。例えば農業のプロジェクトなら農家といった地域のさまざまな主体と連携し、
課題解決に向けて行動する。「プロジェクト演習」や正課授業での学びは「キャ
リアゼミ」で定期的に振り返り、不足しているスキルがあれば「ラボスキル演習」
で磨く。そしてまた「プロジェクト演習」に向かうというサイクルで、知識の習得や
資格取得にとどまらない社会実践力を磨く。過去の連携を通じて、地域との垣
根をなくした同大学だからこそ開設できる学科といえる。
　入試にも特色がある。学科の学びを体験し、その場で自己推薦書を書く「総
合型選抜自己評価型方式」、大学生との相互インタビューや座談会など進路を
考えるところからスタートする「総合型選抜進路探求方式」など、受験生の意欲
を高め、個性が発揮できる入試を設けている。

現場主義教育を洗練させた新学科
実践社会学科のコンセプトとは
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　京
都
府
は
出
生
率
が
全
国
で
も
ワ
ー

ス
ト
５
に
入
る
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で
、
地
域
の
少
子

化
が
課
題
で
す
。
府
内
の
ほ
と
ん
ど
の

大
学
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京
都
市
内
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位
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、
南

部
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本
拠
を
置
き
、
自
己
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双

方
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人
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。
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学
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現
場
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義
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で
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携
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。
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さ
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取
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治
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流
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テ
ラ
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キ
ャ
ン
パ
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も
開
設
し
ま
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。
そ
の

後
、
地
域
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に
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、
子
育
て
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援
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を
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設
し
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治
市
高
齢
者
ア
カ
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大
学
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O
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事
業
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C
O
C
＋
事
業
の
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択
に
よ
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、
産
官

学
民
協
働
の
実
践
研
究
を
充
実
さ
せ
る

な
ど
、
地
域
と
大
学
が
共
に
社
会
課
題

や
人
材
育
成
に
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む
「
と
も
い
き
キ
ャ

ン
パ
ス
」
づ
く
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進
め
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ま
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。

　地
域
連
携
を
加
速
で
き
た
最
も
大
き

な
要
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は
、
2
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0
6
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設
置
し
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フ
ィ
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ル
ド
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サ
ー
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。
当
初
1
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か
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現
在
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に
な
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た
職
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行

政
や
企
業
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住
民
か
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の
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窓
口
、

連
携
事
業
の
企
画
運
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を
教
職
協
働
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。Ｆ
Ｒ
Ｏ
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教
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係
者
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、
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域
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携
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役
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に
し
て
い
ま
す
。

　地
域
貢
献
を
通
し
て
、
本
学
の
教
育

理
念
に
共
感
す
る
企
業
、
自
治
体
、
高

校
な
ど
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

方
々
と
地
域
パ
ー
ト
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ー
と
し
て
連
携

し
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１
０
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か
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正
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・

課
外
と
3
つ
の
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面
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実
社
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の
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を
通
し
て
学
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め
る
実
践
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育
を
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い
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。

　正
課
の
一
つ
と
し
て
、
1
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次
の
必

修
科
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し
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入
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実
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に
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題
に
取
り

組
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る
自
治
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体
、

先
輩
学
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、
卒
業
生
ゲ
ス
ト
も
招
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学
問
と
社
会
の
結
び
付
き
や
、
地
域
と

の
関
わ
り
方
を
学
ぶ
科
目
で
す
。「
地

域
連
携
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
学
生

の
自
主
活
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で
す
が
、
教
員
が
ア
ド
バ

イ
ザ
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に
付
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準
正
課
と
し
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0
2
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治
茶
の
魅
力

を
発
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す
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治
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茶
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な
ど
、
６
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
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が
稼
働

中
。
学
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は
、
高
齢
者
、
認
知
症
・
障

が
い
当
事
者
、
町
内
会
・
自
治
会
、
小

中
高
生
、N
P
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、企
業
、自
治
体
な
ど
、

地
域
の
多
様
な
人
々
と
共
に
、
社
会
課

題
に
取
り
組
み
、成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　2
0
2
4
年
度
に
は
、
現
場
主
義
教

育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
実
践
社
会

学
科
を
新
設
し
ま
し
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。
地
域
に
還
元

で
き
る
人
材
の
領
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を
広
げ
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、

2
0
2
5
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に
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総
合
社
会
学
科
に
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ー
ツ
・
健
康
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ー
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と
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マ
ネ
ジ
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ン
ト
コ
ー
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を
設
置
。
さ
ら
に
、
生

活
工
学
部
（
仮
称
）
の
設
置
を
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想
中

で
す
。
今
後
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
求

め
ら
れ
、
理
系
人
材
の
大
都
市
へ
の
流

出
が
増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
本
学
は

地
域
を
支
え
る〝
と
も
い
き
人
材
〞の

育
成
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
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＊1 特色ある大学教育支援プログラム　＊2 地（知）の拠点整備事業　＊3 地（知）の拠点大学による地方創生推進事業

キャンパス／京都府宇治市　学生数／1,881人（府内出身学生比率約60％）
建学の理念／「四弘誓願」
学部／総合社会、臨床心理、こども教育
大学院／臨床心理学
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地域と大学が共生する、「ともいきキャンパス」づくりを掲げる京都文教大学。
常に地域に頼られるようになった背景には個々の課題への組織的な対応がある。

京都文教大学

地域と一体化し課題解決に臨む
地域まるごとキャンパスの実現

注目！

地域人材を育てる「実践型教育モデル」

DP：「ともいき人材」としての「社会的価値創造力」に必要な能力・資質
      ＝KBU学士力①自己対峙力 ②汎用的知力 ③現場実践力

京都文教大学

地域まるごと「ともいきキャンパス」

地域協働

企業・自治体・地域コミュニティ
ともいきパートナーズ（企業・自治体など約90と連携）

Life Innovation

高大連携・接続

初等中等教育
探究プログラム等による地域人材育成

Well-Being

現場主義教育で
育成する力
人間教育

地域連携
実践教育
探究教育

体験

学習 意欲

知識 気づき

出会いの
中で学生が
成長

基盤教育
カリキュラム
（正課）

地域連携学生
プロジェクト
（準正課）

学生
コミュニティ
（課外）

地域に
ともいき人材
を還元

地域

「ともいき人材」の育成

学びのスパイラルを連続させ、
計画的に社会実践力を伸ばす
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REFLECTION：キャリアゼミ

SKILL-UP：ラボスキル演習

ACTION：プロジェクト演習

目標達成を繰り返して
成功体験を重ねる
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